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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月19日(2018.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前記目的を達成するため、本発明に係る検知システムの一態様は、
　ユーザの首に装着され、前記ユーザの喉の動きを検知するセンサと、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得する取得手段と、
　前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知手段と、
を備える、
ことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係る検知装置の一態様は、
　ユーザの首に装着され、前記ユーザの喉の動きを検知するセンサと、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得する取得手段と、
　前記動作情報を、前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知装置へ送
信する送信手段と、
を備える、
ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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　また、前記目的を達成するため、本発明に係る報知装置の一態様は、
　ユーザの首に装着されたセンサによって検知された前記ユーザの喉の動きを示す動き情
報を、前記センサを備える検知装置から受信する受信手段と、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得する取得手段と、
　前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知手段と、
を備える、
ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係る検知方法の一態様は、
　ユーザの首に装着されたセンサによって前記ユーザの喉の動きを検知し、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得し、
　前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する、
ことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係るプログラムの一態様は、
　検知装置のコンピュータに、
　ユーザの首に装着されたセンサによって検知された前記ユーザの喉の動きを示す動き情
報を取得させ、
　前記動き情報に基づいて、前記ユーザの飲食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動き
の咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別することによって取得させ、
　前記動作情報を、前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知装置へ送
信させる、
ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係るプログラムの一態様は、
　報知装置のコンピュータに、
　ユーザの首に装着されたセンサによって検知された前記ユーザの喉の動きを示す動き情
報としての、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別することによって取
得された、前記ユーザの飲食に伴う動作、に基づいて取得された報知情報を、前記センサ
を備える検知装置から受信させ、
　受信された前記報知情報を出力させる、
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ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図５の波形図において、横軸は時間を、縦軸はユーザの喉の動きの大きさを、それぞれ
示す。図５に示す波形は、ユーザが飲食をしている際におけるユーザの喉の動きの大きさ
の経時変化を示している。飲食に伴ってユーザが咀嚼及び嚥下を行うと、各動作に特徴的
なユーザの喉の動きを表す波形が波形図上に現れる。以下、嚥下に伴うユーザの喉の動き
を表す波形を嚥下波形、咀嚼に伴うユーザの喉の動きを表す波形を咀嚼波形と呼ぶ。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　図５に示すように、嚥下波形の振幅は、咀嚼波形の振幅よりも大きい。これは、嚥下を
する際に、咀嚼をする際よりも大きな動きがユーザの喉に生じることに対応している。ま
た、図５に示す波形では、咀嚼波形が複数回出現した後に、嚥下波形が出現するサイクル
が繰り返し出現している。これは、ユーザが、飲食の際、一口分の飲食物を口に含み、複
数回咀嚼をした後に嚥下をし、次の一口分の飲食物を口に含む動作を繰り返すことに対応
している。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　また、取得部２２２は、咀嚼波形が出現したタイミングを示す情報を、咀嚼のタイミン
グを示す動作情報として取得する。本実施形態において、取得部２２２は、下記の条件（
ａ）～（ｃ）を満たす波形を、咀嚼波形として判別し、この波形の出現タイミングを示す
情報を、咀嚼のタイミングを示す動作情報として取得する。

　（ａ）所定の判別時間以内、または嚥下波形が出現するまでの間に、複数の波形が出現
している。
　（ｂ）単位時間あたりの波形の出現回数が、所定の判別範囲内である。
　（ｃ）各波形が、所定の第１閾値以上かつ第２閾値以下の振幅を有している。

　判別時間、判別範囲及び第１閾値は、それぞれ、任意の方法で設定され、制御部２２０
が備えるＲＯＭに予め記憶されている。例えば、一口分の飲食物をユーザが咀嚼をするた
めに要する時間を測定し、測定した時間の平均値を判別時間として設定すればよい。また
、ユーザが咀嚼をする際の単位時間当たりの咀嚼回数を測定し、測定した単位時間あたり
の咀嚼回数の最大値及び最小値を、それぞれ判別範囲の上限値及び下限値として設定すれ
ばよい。また、咀嚼の際のユーザの喉の動きの大きさを測定し、測定した大きさの平均値
を第１閾値として設定すればよい。なお、第１閾値が第２閾値よりも小さい。これは、咀
嚼に伴うユーザの喉の動きが嚥下に伴うユーザの喉の動きよりも小さいことに対応してい
る。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　ユーザは、上記の報知情報に含まれる咀嚼回数及び単位時間あたりの咀嚼回数が健康管
理または美容促進に好適となるように心がけて飲食をすることにより、健康増進や美容促
進といった効果を得ることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　なお、第１警告条件及び第２警告条件は、ユーザが飲食をする飲食物に応じてそれぞれ
設定してもよい。飲食物によって、健康管理または美容促進の観点から不適切な一口あた
りの咀嚼回数及び単位時間あたりの咀嚼回数は異なる。このため、それぞれの飲食物を飲
食するにあたって健康管理または美容促進の観点から不適切だと思われる一口あたりの咀
嚼回数及び単位時間あたりの咀嚼回数を、第１警告条件及び第２警告条件としてそれぞれ
設定することにより、健康管理または美容促進に有用な情報をユーザに提供できる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　取得部２２２は、動き情報に基づいて、ユーザの喉の動きの大きさの経時変化を示す波
形を取得する（ステップＳ２０２）。取得部２２２は、ステップＳ２０２で取得した波形
に、振幅が第１閾値を超える波形が含まれているか否かを判別する（ステップＳ２０３）
。含まれていないと判別すると（ステップＳ２０３；ＮＯ）、処理はステップＳ２０１へ
戻り、振幅が第１閾値を超える波形が含まれていると判別するまでステップＳ２０１～Ｓ
２０３の処理を繰り返す。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの首に装着され、前記ユーザの喉の動きを検知するセンサと、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得する取得手段と、
　前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知手段と、
を備える、
ことを特徴とする検知システム。
【請求項２】
　前記動作情報は、前記咀嚼のタイミングと前記嚥下のタイミングとを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の検知システム。
【請求項３】
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　前記センサは、前記ユーザの生体情報を検知し、
　前記取得手段は、前記生体情報に基づいて、前記動作情報を取得する、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の検知システム。
【請求項４】
　前記報知情報は、一口あたりの前記飲食に伴う動作の回数を示し、
　前記報知手段は、前記報知情報が示す前記一口あたりの前記飲食に伴う動作の回数が第
１警告条件を満たした場合、前記報知情報として第１警告情報を出力する、
ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項５】
　前記報知情報は、単位時間あたりの前記飲食に伴う動作の回数を更に示し、
　前記報知手段は、前記報知情報が示す前記単位時間あたりの前記飲食に伴う動作の回数
が第２警告条件を満たした場合、前記報知情報として第２警告情報を出力する、
ことを特徴とする請求項４に記載の検知システム。
【請求項６】
　前記第１警告条件と前記第２警告条件とは、前記ユーザが前記飲食をする飲食物に応じ
てそれぞれ設定されている、
ことを特徴とする請求項５に記載の検知システム。
【請求項７】
　前記報知手段は、前記飲食に伴う動作のタイミングに基づいて、音声の出力、画像の出
力、振動の発生、発光の発生のうちの少なくとも何れか一つを行うことによって、前記報
知情報を出力する、
ことを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項８】
　前記検知システムは、検知装置と、報知装置と、を備え、
　前記検知装置は、
　前記センサと、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きを示す動き情報を、前記報知
装置へ送信する送信手段と、
を有し、
　前記報知装置は、
　前記検知装置から送信された前記動き情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信された前記動き情報に基づいて、前記動作情報を取得する前
記取得手段と、
　前記報知手段と、
を有する、
ことを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項９】
　前記検知システムは、検知装置と、報知装置と、を備え、
　前記検知装置は、
　前記センサと、
　前記取得手段と、
　前記取得手段が取得した前記動作情報に基づいて取得された前記報知情報を、前記報知
装置へ送信する送信手段と、
を有し、
　前記報知装置は、
　前記検知装置から送信された前記報知情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信された前記報知情報を出力する前記報知手段と、
を有する、
ことを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項１０】
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　前記嚥下波形は、前記嚥下に伴う前記ユーザの前記喉の動きを表す波形であり、
　前記咀嚼波形は、前記咀嚼に伴う前記ユーザの前記喉の動きを表す波形であり、
　前記嚥下波形の振幅は、前記咀嚼波形の振幅よりも大きく、
　前記咀嚼波形が複数回出現した後に、前記嚥下波形が出現するサイクルが繰り返し出現
する、
ことを特徴とする請求項１乃至９の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項１１】
　前記取得手段は、所定の第２閾値よりも大きい振幅を有する波形を前記嚥下波形として
判別し、前記嚥下波形が出現したタイミングを示す情報を、前記嚥下のタイミングを示す
前記動作情報として取得する、
ことを特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項１２】
　前記取得手段は、
　所定の判別時間以内、又は、前記嚥下波形が出現するまでの間に、複数の波形が出現し
ていることと、
　単位時間あたりの波形の出現回数が、所定の判別範囲内であることと、
　各波形が、前記所定の第２閾値よりも小さい所定の第１閾値以上で、且つ、前記所定の
第２閾値以下である振幅を有していることと、
を満たす波形を、前記咀嚼波形として判別し、前記咀嚼波形が出現したタイミングを示す
情報を、前記咀嚼のタイミングを示す前記動作情報として取得する、
ことを特徴とする請求項１１に記載の検知システム。
【請求項１３】
　前記所定の判別時間は、予め測定された、前記ユーザが前記咀嚼をするために要する時
間の平均値であり、
　前記所定の判別範囲は、予め測定された、前記ユーザが前記咀嚼をする際の単位時間当
たりの咀嚼回数の最小値から最大値までの範囲であり、
　前記所定の第１閾値は、予め測定された、前記咀嚼の際の前記ユーザの前記喉の動きの
大きさの平均値であり、
　前記所定の第２閾値は、予め測定された、前記嚥下の際の前記ユーザの前記喉の動きの
大きさの平均値であり、
　前記所定の判別時間、前記所定の判別範囲、前記所定の第１閾値及び前記所定の第２閾
値は、それぞれ、制御手段が備える記憶手段に予め記憶されている、
ことを特徴とする請求項１２に記載の検知システム。
【請求項１４】
　前記取得手段は、
　予め学習しておいた前記嚥下波形との類似度が第１の所定値以上である波形の出現タイ
ミングを示す情報を、前記嚥下のタイミングを示す前記動作情報として取得し、
　予め学習しておいた前記咀嚼波形との類似度が第２の所定値以上である波形の出現タイ
ミングを示す情報を、前記咀嚼のタイミングを示す前記動作情報として取得する、
ことを特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の検知システム。
【請求項１５】
　ユーザの首に装着され、前記ユーザの喉の動きを検知するセンサと、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得する取得手段と、
　前記動作情報を、前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知装置へ送
信する送信手段と、
を備える、
ことを特徴とする検知装置。
【請求項１６】



(7) JP 2017-56053 A5 2018.8.30

　ユーザの首に装着されたセンサによって検知された前記ユーザの喉の動きを示す動き情
報を、前記センサを備える検知装置から受信する受信手段と、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得する取得手段と、
　前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知手段と、
を備える、
ことを特徴とする報知装置。
【請求項１７】
　ユーザの首に装着されたセンサによって前記ユーザの喉の動きを検知し、
　前記センサによって検知された前記ユーザの前記喉の動きに基づいて、前記ユーザの飲
食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別
することによって取得し、
　前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する、
ことを特徴とする検知方法。
【請求項１８】
　検知装置のコンピュータに、
　ユーザの首に装着されたセンサによって検知された前記ユーザの喉の動きを示す動き情
報を取得させ、
　前記動き情報に基づいて、前記ユーザの飲食に伴う動作を示す動作情報を、咀嚼の動き
の咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別することによって取得させ、
　前記動作情報を、前記動作情報に基づいて取得された報知情報を出力する報知装置へ送
信させる、
ことを特徴とするプログラム。
【請求項１９】
　報知装置のコンピュータに、
　ユーザの首に装着されたセンサによって検知された前記ユーザの喉の動きを示す動き情
報としての、咀嚼の動きの咀嚼波形と嚥下の動きの嚥下波形とを識別することによって取
得された、前記ユーザの飲食に伴う動作、に基づいて取得された報知情報を、前記センサ
を備える検知装置から受信させ、
　受信された前記報知情報を出力させる、
ことを特徴とするプログラム。
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